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１．同志社大学の自己点検・評価における基本方針 

  同志社大学は、自己点検・評価の実施目的について、以下のように、それぞれ同志社大学

学則、同志社大学大学院学則および同志社大学専門職大学院学則に定めている。  

同志社大学学則 

第 1 条の 2 本大学は、教育研究水準の向上を図り、本大学の目的及び社会的使命を達成

するため、文部科学大臣の定めるところにより、教育研究活動等の状況について自ら点

検及び評価を行い、その結果を公表する。 

2 点検及び評価に関する規則は、別に定める。 

3 本大学は、第 1 項の点検及び評価の結果について、政令の定める期間ごとに、文部科

学大臣の認証を受けた者による評価を受けるものとする。 

同志社大学大学院学則 

第 1 条の 2 本大学院は、教育研究水準の向上を図り、本大学院の目的及び社会的使命を

達成するため、文部科学大臣の定めるところにより、教育研究活動等の状況について自

ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

2 点検及び評価に関する規則は、別に定める。 

3 本大学院は、第 1 項の点検及び評価の結果について、政令の定める期間ごとに、文部

科学大臣の認証を受けた者による評価を受けるものとする。 

同志社大学専門職大学院学則 

第 2 条 本専門職大学院は、教育研究水準の向上を図り、本専門職大学院の目的及び社会

的使命を達成するため、文部科学大臣の定めるところにより、教育研究活動等の状況に

ついて自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

2 点検及び評価に関する規則は、別に定める。 

3 本大学院は、第 1 項の点検及び評価の結果について、政令の定める期間ごとに、文部

科学大臣の認証を受けた者による評価を受けるものとする。 

  また、本学は、点検及び評価に関する規則として「同志社大学自己点検・評価規程」（以

下「自己点検・評価規程」）を制定し、自己点検・評価の体制、実施方法、結果に係る対応

等を規定したうえで、これらの定めに則った自己点検・評価を実施している。  

 

２．前回の認証評価結果に対する本学の対応 

  本学は、2006 年度に公益財団法人（当時は財団法人）大学基準協会にて機関別認証評価を

受審した。2007 年 3 月に評価結果を受領し、直ちに学長が声明を発信して本学教育の更なる

質向上への決意を表明した。その後、評価結果において「助言」として改善努力を促された

16 項目の改善を優先課題として取り組んだ。同協会の定めに則り、2010 年 7 月に「助言」

事項に対する「改善報告書」と、受審時に申請資格充足年度を経過していなかった学部に係

る「完成報告書」を提出し、2011 年 3 月にそれらに対する検討結果を受領した。 

  2011（平成 23）年度には、いわゆる第 2 サイクルと呼ばれる機関別認証評価の受審に向け

て「自己点検・評価規程」を改正し、大学の意思決定システムと自己点検・評価活動が連関

した内部質保証システムを確立させたうえで、今回の自己点検・評価を実施し、その結果を

本報告書としてまとめるに至っている。 

 


